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rJIS　A 　 1219　土 の 標準貫入試験方法」 の 改正 に つ い て
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1．　 ま え が き

　 日本 工 業 規 格 （JIS） は，工 業標準化法 に よ り 5 年 以

内 ご とに 見直 し作業 （確認，改正 な ど）を 行うこ とに な

っ て い る 。 地 盤工 学会 が原案作成者 とな っ て い る標記 の

JISは，前回の 見直 し実施が1995年 3 月 で あ っ た が，主

に 単位の SI 化 に伴 う
一

部 改正 で あ っ た。今 回 は ，近年

の 技術 の 進歩 と普及 の 状況 を踏 ま え て大幅 な 改訂を行 っ

た。

　「JIS　A　1219 土 の 標準貫入試験方法 」 は，そ の 簡易

性
・
汎用性 ・実績デー

タ の 豊 富 さ か ら，現在 ，地 盤 調 査

に お け る原位置試験方法 の 中で も，最も汎用 され て い る

調査方法 と して，ま た ， 地盤状況 の 評価ならび に⊥木建

築構造物の 設計
・
施工 上 の 実務 に欠 か せ な い 標準的 な地

盤指標 （N 値）を得る 方法 と して ，広 く用 い られ て い

る 。

　 こ の 試験方法 は，そ の汎用性 ゆ え に 対象地盤 お よび適

用 分野等 の 利用範囲は多様化を極め ，従来か ら， 以 下 に

示す よ うな課題 が指摘 さ れ て は い た が ，反証 デー
タが乏

しか っ た こ と等 か ら，改正 まで に は 至 らず 今 日に い た っ

た経緯 が あ る。

　  　試験結果 の 客観的記録方法 の 統
一

の 困 難さ
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　  軟弱地盤 あ る い は 硬質地 盤 に お け る試 験 結 果 の評

　　価方法 （自沈 お よ び貫 入 不能 の 定義が な か っ た）

　   試験の 品質確保 （装置
・
人 為誤差の 除去）

　  予備打 ち に対す る取扱 い 方法の 課 題

　  　使用機材 の 仕様 とそ の 許容範 囲 の あ い ま い さ

　  規 格 どお りの 記 録 の 困難 さ （打撃 1 回 ご との 貫

　　 入 量の 測定は実務上は実質的 に 困 難）

　  精度向上および作業の 効率化の た め に 開発 さ れた

　　自動化装置 （記録装置 ・落下装置）へ の 対応

　
一
方，近年 の 品質重視 の 時代背景の 中で，上 記 問題点

を 解決せ ず に は い られ な い 状況 が 生 ま れ，しか も，こ れ

らの 課題 の 解決に 結びつ く実態調査 や 検証 デー
タ の蓄積

もはかられ，さ らに，自動化装置 （落下 装置 お よ び記録

装置）に つ い て も既 に 普及段階 に達 して い る。こ の よ う

な状況 を 踏 ま え，地 盤 工 学 会基 準 部 で は 1998年 4 月 に

「標 準貫 入 試験方法改正 委員会」 （表
一 1参照）を設置 し，

上記問題点を解決 す る 目的 で，現行 の 「JIS　A 　 1219 土

の標準貫 入試験方法」 の 改正素案を作成 した の で，こ こ

に 公示す る。

2． 改正 の ポイ ン ト

　本改正委員会は ，以 下 の 基 本方針 の も とに 「JIS　A
1219 土 の 標準貫入 試験方法」 の 改正素案を作成 した。

（1） 原則 と して N 値の 定義 〔75cm ，63．5　kg，30　cm 間

　 の 打撃数〕は 変 え な い。

  　当該試験法 の 以下 に示 す 特徴 の 両面 を 活か す 。 す な

　 わ ち ， 試験の 目的 に 応 じ，試験方法を選択 で きる よう

　 に する。

　  タ フ で 簡易で 安価 な試験法 〔試料採取併用，簡易

　　調査法 （コ ー
ン プーリー法）〕 の 良さ を残 す 。

　  設計 に 用 い る 地盤指標 〔N 値〕 を得る精度
・
信

　　頼性 の 高い 試験法 〔自動落 下 装置と自動記録装置〕

　　の 普及 を 図 り，併せ て 労働条件 の 改善 も図 る。

（3＞ 守れ る 規格 に す る 〔装置，記録方法 （1 回 ご との 打

　撃数）〕。 す な わ ち ， 試験 の 目的 に 応 じ， 記録方法を 選

　択で きる よ うに する。

　  打撃 1 回 ご との 累計貫 入 量 の 計測 ， お よ び 打撃

　　数 と累計貫 入 量の 関係 の 図 示 が 必 要 な 場合，自動記

　　録装置 を 選択で き る よ う表 記 す る。

　  自動記 録装置の 主 な 仕様 を 明示 す る 。

（4） あ い まい さの 除去

　  　自沈 ・貫入 不能の定義 と取扱い 方の 具体的表示

　  予備打 ち ・
後打 ち の 扱 い の 明確化

（5＞ 海外の 規格 との 整合 性 等 を考 慮 して，落下 高 につ い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 57
N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

資料
一55T

て は 『76 ± 1cm 』 と す る。

3． 意見の 募集

　 こ れ ら JIS改正素案 に つ い て の ご 意見は，書面に て

1999年 （平 成 11年）8 月末 日ま で に地 盤 工 学会基 準部宛

に ご提出 い た だ き た い 。提出い た だ い た ご意見 は 関係委

員会お よび 基準部 で検討し ， 学会 と して の JIS改正 原案

は理事会 に おい て 確定す る。その 後，主務大臣で あ る建

設大臣の 付議に よ り日 本工 業標準調査会 （事務局 ：通商

産 業省工 業技術院標準部） に お い て JIS改 正 案が 審議さ

れ 最終的に 改正 ・
公示 され る予定で あ る 。

　 ま た ，標準貫 入 試験方法改正 委員会 で は 当該 JIS規格

の 重要 性 に鑑 み，よ り多 くの 会員関係者 の意見 を 反映 す

べ く第34回 地盤 工 学研究発表会 で デ ィ ス カ ッ シ ョ ン セ

ッ シ ョ ソ 「C−6 標準貫入 試験方法の ∫IS改正 に つ い て 」

を開催 し，改正 に 関連 して の 討論の 場 を 準備 して い る。

多 く の 関係者 の ご参集を期待 して い る
。

　更に ， JIS改正 確定後 ， で きるだ け早 い 時期 に解説 を

付 した小冊子を発行 し，会員の 利用 の 便 に供 したい と考

えて い る 。

　以下 に ，公示 JIS改正 素案 （全文）を掲載 す る 。

日本工 業規格 （案）

標準貫入試験方法

JISA1219
−200X

Method 　for　standard 　penetration　test

序文　こ の 規 格 は，JIS　A 　 1219 ： 1995 の 技術 的 内容の
一部 を

改正 した 日 本工 業規 格で あ る。試験器具の 材質，ハ ン マ
ー
打撃 方

法，記録方 法，及 び JIS　 Z　 8301規格 票の 様 式の 改正 に 基づ く表

記，用語 の 変更 な どに つ い て 改正 を行 っ て い る。

1．　 適用範囲　この 規格 は，標準 貫 入試験 装置 を用い て，原位

　置に お け る地 盤の 硬軌 締ま り具 合又 は 土 層の 構成 を判定す る

　た め の N 値を 求 め る と と もに，試料 を 採取す る貫入 試験 方法

　 に つ い て 規定 す る。

2，　 引用規格　次 に 掲 げ る規格 は，こ の 規 格に 引 用され るこ と

　 に よって，こ の規 格の 規 定の
一部 を 構成 す る。これ らの 引用 規

　格 は，そ の 最新版 を 適用 す る。

　 　JISMT409 試 すい 用 ロ ッ ド （ボ
ー

リン グ ロ ッ ド）

　 　JIS　M 　 1410 試 す い 用 ロ ッ ドカ ッ プ リン グ （ボ
ー

リン グ ロ

　 　 　 　 　 　 　 　 ッ ドカ ッ プ リン グ＞

3， 定義　この 規格 で 用 い る主 な 用 語 の 定義は ，次に よ る。

　a ） N 値 質量 63，5± 0，5kg の ド ラ イ ブハ ン マ
ー

を 76± 1cm

　　自由落 下 させ て ボ
ー

リ ン グ ロ ッ ド頭 部に 取 り付 け た ノ ヅ キ ソ

　 　グプロ ヅ ク を打 撃 し，ボーリングロ ッ ド先端 に 取 り付け た標

　 　準貫 入試験用サ ン プ ラ
ーを地盤 に 30cm 打ち込 むの に要す る

　　打撃回 数 。

　b） 自沈 　ドラ イ ブハ ン マ
ー

の 落下 を 伴わ ず に，ボ
ー

リン グ

　 　ロ
ヅ ド若 しくは ドラ イプハ ンマ ーの 自重の み で，サ ンブ ラ

ー

　 　が貫 入 す る こ と。自沈 に は，所定 の 深 さに標準 貫入 試験用 サ

　 　ン プラ
ーを降 ろ した 状態 で 貫入 す る ロ ッ ド自沈，ドラ イ ブハ

　 　ソ マ
ー

を ノ ッ キ ン グ ブロ ッ ク に静 か に 載せ た状 態で 貫入 す る

　　ハ ン マ
ー

自沈が あ る。

　 c）　 貫 入不 能 　予備 打 ち 及 び 本打 ち に お い て ，50回 の 打 撃 に

　 　対 して累 計貫 入量 が 1cm 未満 の場 合。

4． 試験装置及び器具 試 験装 置及 び器具 は，次の とお り と

　 す る 。

コ
切

q＝」

外径　 Dl 51 51

内径　 P2 35 35

お ね じ

ピ ッチ 8岬 25．4mm4 山∫25，4mm
P3 ね じの 外径 45 46

P4 ね じの 谷の 径 42 42

噌L3 ね じの 長 さ 25 40
L4 有効 ね じの長 さ 22 34
鴻 逃げ 3 6

めね じ ピ ッ チ 8山∫25．4   4山／25．4mm
ヱ）5 ね じの 谷の 径 45 46

D6 ね じの 内径 42 42

五 1 ね じの 長 さ 25 40

L2 有効 ね じの 長 さ 22 34
A 逃げ 3　 　　 　　 ヨ 6

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 単位 mmL φ以外1］

　　 角ねじ4山若しくは S山、25、4mm 　　　　　 ボ
「

ル バ ル ブ ゆ 19mml が 入 る
　 　 　 し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヒ

シュ
ー　1ス プ リ 〆 ト　　　 水抜き孔〔4孔・φ15mml　＼ボ

ーbl ン グ ロ ッ ドカ ッ プ リン グ

　　　
’
　

バ ーレ ル 　 　 コ ネクターへ 。 ド 　 　 　 ，f 一リン グ・ ， ド

図 2　 ね じ詳細図

2±1　71±2

題 φ

　　　翌
　 　 　 　 　 25 ［8山

　 　 　 　 　 lo伺 山
1

角ね じ4山若しくは

　 　 　 呂L凵！25．4mm

　 　 　 6−一 一一．一
　 　

一一91D

箍 圏
＼

鰍

　　 r 　
一＿ 一＿一．司

各部 全長
ンユー艮
　 σ

バ
ー

レル 長
　 　 6

ヘ ツ ド長
　 o

外径　　 内径
4　　 　　　 β

シ ュー角度
　　φ

刃先肉厚
　 ’

寸法 S10± 1．075 ± 1．0560 ± 1．0175 ± 1．051 ± 1、0　 35± 1，0 ユ9
’
45
’
±昼
’

1．15 ± 0．05

　 　 単位 mm

2± 1

リン グ

5S

図 1　 標準貫入 試験用サ ンプ ラ ー

ロ ソ ク

ン グ

図 3　 ノ ッキ ン ゲブ ロ ッ ク の 標準形状

　 土 と基 礎，47−−6 （497）
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4．1 試験 孔掘削装置　試験孔掘削装置は ，原則 として 直径6．5〜

　15cm の試験孔 を 掘削で きるポ
ー

リン グ機械
一

式 の もの。
4．2 標準貫入試 験装 置　標 準貫入試験 装 置は，地 盤の N 値を 求

　め る と と もに試料 の 採取 がで きる もの で，そ の 器 具 は 次の とお

　 りとす る。

　 a）　標準貫入試験用サ ンプ ラ
ー
　標 準貫入試 験 用サ ン ブ ラ

ー

　 　は，シ こ、
一，二 つ 割 りに で きる ス プ リッ トバ ー

レル及 び コ ネ

　　ク タ
ー

ヘ ッ ドか らな る鋼製 の も の で，図 1 に示 す 寸法の もの。

　　特に シ ューは，損 傷 しに くい 熱処理 を 施 した 構造用合金鋼製

　　の もの で ，外面 ・内面は 摩擦 の 少 な い 仕 F．げ 面を 有す る もの 。

　備考 1． シ ュ
ー

と ス プ リ ッ トバ ー
レ ル を接続 す るね じは図 2 に

　　　　 示 す 角ね じ 4 山 若 し くは 8 山 とす る が ，8 山 は 2005

　 　 　　 年 3 月31 日で 廃止す る。

　　 2．試 験前 に は シ ュ
ー

が 損傷 して い な い こ とを あ らか じめ

　　　　 点 検 して 確認す る。
b） ボーリンゲ ロ ッ ド及び ボーリン グ ロ ッ ドカ ッ プ リン グ

　　　ボー1〕ン グ ロ
ッ ドは ， JIS　M 　1409に 規 定す る呼 び径 40．5

　 　の も の 。又 ，ボ
ー

リ ソ グ ロ ッ ドカ ッ プ リ ン グは，JIS　M

　 　1410に規 定す る呼び径40．5の もの。

　c）　 ノ ッ キ ン グブ ロ ッ ク　 ノ ッ キ ソ グプロ
ヅ クは，ドラ イ ブ ハ

　　γ マ ー
の 打 撃を直接受け る 鋼製の もので，標準は図 3に示 す

　　もの 。

備考　試験前 に は ノ ッ キ ソ グ ブロ
ッ ク 受圧面 の 平滑性 を あ らか

　 　 　　じめ 点検 して 確認 す る。
d）　 ドラ イ ブ ハ ン マ ー

　ド ラ イ ブ ハ ン マ
ー

は ，質 量 が

　 63、5 ± 0，5kg の鋼 製の もの で ，標 準は 図 4 に示 す もの。
備考 1．　 ドラ イ ブ ハ ン マ ーの 外径 の 標 準 は180±2mm 若 し く

　　　　 は 200± 2mm と す る が ，外 径200 ± 2mm は 2005 年

　 　 　　 3 月31 日で 廃止 す る。

　　 2．　 ドラ イ ブハ ン マ
ー質量 に は，吊 り手用器具質量 を 含む。

　　 3．試験 前 に は ドラ イ ブハ ン マ
ー

の 底面の 平滑性 をあ らか

　　　　 じめ 点検 して 確認 す る。
e） 落下器 具 及び 装置 　落下 器 具及 び 装置 は，ドラ イ ブ ハ ン

　 マ
ー

を吊 り上げ て，自由落 下 させ る こ とが で き る もの で ，試

　 験の 目的 に応 じて，表 1に示 す 方法 か ら選択 する。
参考 1，　 自動落下 法の 例 を，参 考図 1に示 す。自動落下法 は，

　　　　 ガ イ ド用 ポ
ー

リ ン グ ロ
ッ ドの 76 ± 1cm の 位置に 突起

　　　　　若 し くは へ こ み 部 を設 げ，フ ッ ク が ス ラ イ ドして そ の

　　　　　突 起若 し くは へ こ み部 を通過す る 時 に フ ッ クが 開 く若

　　　　　 し くは 閉 じ る こ とで フ ッ ク か ら ドライ ブハ ソ マ
ー

が 外

　　　　　れ，自由落下 す る仕組 み を有す る 装置。ドラ イブ ハ ソ

　　　　　マ
ー

の 吊 り上 げ 方 法 に は，大別 して ロ ープを ドラ ム に

　　 　 　　 巻 き付 け て 吊 り上 げ る手動型 （い わゆ る 半 自動 型） と

　　　　　完全に 自動 的に 吊 り上 げ る 自動 型 （い わ ゆ る全 自動型 ）

　　　　　の二 つ の 方 法があ る。

　　　2．　 手動 落下法 に は，ドラ イ ブハ ソ マ
ー

の 落下方法 に 手動

　　　　　法 （い わゆ る コ
ー

ソ プー
リ
ー
法 ） と トン ビ法 とがあ る。

　　　　　手動法は，ドラ イブハ ン マ
ーを繋い だ L」 一プ を ドラ ム

　　 　 　　 に巻 き付け て 吊 り上 げ，ドラ イブハ ン マ
ー

の 下部 が ガ

　　　　　イ ド用ポ ー
リソ グ ロ ヅ ドの76± 1cm の 位 置に あ ら か

　　　　　じめ付 け た 印の 所 まで ヒが っ た 所 で，速 やか に手動 で

　　　　　ロ ーブ を ドラム か ら外 し，ドラ イブ ハ ソマ ーを 自由落

　　 　 　　下 させ る 方 法。一
方，トソ ビ 法 は，トソ ビ状 の 器具 で

　　　　　ロ
ーブ に ドラ イ ブ ハ ン マ ーを引っ掛 け，ロ ープ を ドラ

　　 　 　　ム に 巻 き付 け て 吊 り上 げ，ドラ イ ブ ハ
．
ン マ

ー
の 下 部 が

　　　　　ガ イ ド用ボー
リソ グ ロ ッ ドの 76± 1cm の 位 置 に あ ら

　　　　　か じめ 付け た 印 の 所 まで 上 が っ た 所 で ，速や か に 手動

　　 　 　　で トン ビ に つ け た も う
一

方の ロ
ー

プを引 っ 張 り，トソ

　　 　 　　ビか ら ドラ イブ ハ ソ マ
ー

を 外 し，ドラ イ ブハ ン マ
ー

を

　　 　 　　自由落下 させ る方 法。
4．3 記録 用具又 は装置 　記 録用 具 又 は 装置 は，試 験の 目的 に応

　 じて，表 2 に示 す方法か ら選択 す る。
5． 試験方法 試験方法は，次の とお りとす る。
5．1 試験孔掘削　試験 孔掘削 は，次の とお り行 う。

　a＞ 標準貫 入 試験 の ため の試験 孔 は，原 則 と して 直径6，5〜15

　　 cm とす る。

表 2 　記録 方法の 種類

記録方法の 呼 び 名 記 録用具又 は装 置

a 自動 記録装 置

b 野 帳

備考

a ）

b）

c ）

臼動記録装 置は以下の 機能 を有す る もの 。
試験開始深度の 記録

打撃 1 回 ごとの 貫入 量 を mm 単位 で記録

打撃 回数と累計貫 入量 の 表示

表 1 落下方法 の種類

June．1999
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図 4　 ドラ イ ブハ ン マ ーの標 準形状
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参考図 1　 自動落下法 の装置の 例
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　b） 所 定の 深 さま で 試験孔 を掘 削す る。

　c ） 試験孔底 の ス ラ イム を取 り除 く。

　d） b）及 び c ＞の 作業 に お い て は，孔底以 下 の 地盤 を 乱 さな い

　　よ うに注意 しな け れ ば な らな い 。特 に コ アパ ー
レル の 引 き ヒ

　　げ に つ い て は，孔 底で ポ イ リン グ を引起 こ さない よう慎重 に

　 　ゆ っ く り と行 う。
5．2 標準 貫入試験 標 準貫入試験 は，次の とお り行 う。

　a ）　サ ソ プ ラ
ーをボ ー

リ ン グ ロ ッ ドに 接 続 し，静 か に 孔底 に

　 　降 ろ す。

　b ）　 ス ピ ン ドル を 通 した ボ
ー

リ ン グ ロ
ッ ド上 部 に ノ ッ キ ン グ

　 　ブ ロ
ッ ク 及 び ガ イ ド用の ボ

ー
リソ グ ロ ッ ドを 付け る。

　備考　a ）若 し くは b）の 時 点で，自沈 した 場 合 は ，ロ ッ ド自 沈

　　　　と し，自沈深 さ を測 定す る。ロ ッ ド自沈 で 45cm に達 し

　　　 た場 合は，本打 ちは行わ な い 。

　c）　 ドラ イ ブハ ソ マ
ー

を静か に ノ ッ キン グ プ ロ ヅ ク に セ ッ トす

　 　る。

備考1，　 ドラ イブハ ン マ
ー

の底 面 とノ ッ キ ン グヘ ッ ドの 上 面 と

　　　　 が水平 に接 す る ように セ ッ トす る。

　　 2．　 こ の 時点 で 自沈 した 場 合は，ハ ン マ
ー

自沈 とし，自沈

　　　　 深さ を測 定す る。ハ ソ マ
ー

自沈 で45cm に達 した場合

　　　　 は ，本打 ち は 行 わ な い 。なお，b）及 び c ）に お い て 自

　　　　 沈量 の 累計 は60cm を超 え ない ように す る。
d＞　 ドラ イ ブハ ン マ

ー
の 打撃 に よ っ て 原 則 15Cm の 予 備打 ち，

　 30cm の本 打ち を行 う。この 時 ，本 打 ち 開始深 さ 及び 本 打ち

　 終了 深 さ を 測 定 す る。
e ） 予備 打 ち及 び 本打 ち の ドラ イ ブ ハ ン マ

ー落下 高は ，76 ± 1

　 cm と し，ドラ イ ブハ ン マ
ー

は 自由 落 下 させ る。又 ，ドラ イ

　 ブハ ン マ ーは，そ の 静止 を 確認 して か ら次 の 打撃 に 移 る。た

　 だ し，自沈 若 し くは 1V 値 が 1同 程度 と想定 され る 地 盤の 場

　 合，予備打ち の ハ ン マ
ー
落下 高 を小 さ くして 軽 い 打 撃 を加 え

　 て 貫入抵 抗を確認 し，そ れ に よ っ て 試験区 間に 貫入 す る場 合

　 は，ハ ン マ
ー

自沈 と して も よ い 。
f）　 ガ イ ド用 ボ

ー
リソ グ ロ

ッ ドの 鉛直性 を確保 する と ともに，

　 ボ
ー

リン グ ロ
ッ ド接続部 の 緩 みが生 じな い よ うに きつ く締め

　 付け る。もし緩み が生 じた ら，速 や か に 締め 付け る。

g） 予備 打 ち及 び本打 ち に お い て は ，打撃 1 回 ご と に 累計貫

　 入量 を測 定 す る。た だ し，N 値の 利 用 目的 に 応 じ，貫 入 量

　 10cm ご と の打撃 回 数 を測定 して も よ い 。

参 考 　打 撃 1 回 ご と に 累計貫 入 量 を記録 す る に は，一般 に は

　 　　 自動記録 装置を使用 する。
h＞　予 備 打ち及 び本 打 ち の 打撃 回 数 は ，特 に 必 要 の な い 限 り

　 50 回 を 限度 と し，そ の 時の 累 計貫 入 量 を 測定 す る。た だ し，

　 予 備打 ち 段 階 で50回 に達 した 場合 は ，そ の 時 の 累 計貫 入量

　 を 測定 し，N 値 とする。
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　 i） 測定 を終 了 した 後，地 表 に サ ン プ ラ
ーを Lげ ，シ ュー及び

　 　 コ ネ ク タ
ー

ヘ
ッ ドを取 り外 し，ス プ リッ トバ

ー
レ ル を二 つ に

　　割 り，採取試料 の 観察 を行 う。

　j） 代表 的な試料 を透 明 な 容器 に密封 す る。

　 備考 　採取 試料 が複数 の 地層 に また が る 場合は，試料の E下関

　　　　係 を保 っ た ま ま，試料間に しきい を は さんで 試料 を密封

　　　　す る 。

6， 記録及び整理 試験 結果 の 記録及 び整理 は，次の とお り行

　 う。
6．1 試験方法 の 記録

　 a ） 表 1 で選 択 した落下方法の 呼び 名 を 記録す る。

　b） 表 2で 選 択 した 記 録 方 法 の 呼 び名 を 記録す る。
6．2　1V値の 記 録　1V値 は，次の 要 領で 記録 す る。

　 a ） 予 備打 ち 及 び 本 打
．
らの 開始深 さ並 び に 終 了 深 さ を記 録若

　 　 し くは 出 力す る。

　 b） 打 撃 1 回 ご との 貫 入 量 を 測 定 した 場 合 は ，必 要 に応 じて

　　打撃 回 数 と累 計貫 入 量 の 関係 を図示若 し くは 出力す る。

　 c） 本打 ち 30cm に 対 す る打撃 回 数を N 値 と して 記録す る。

　備考1．　 自沈の 場合，ロ ヅ ド自沈，ハ ソ マ
ー自沈 の 区 別 を記録

　 　　 　 　する。

　　　2．予備 打 ち及 び本 打ち に お い て 累計貫入 量 が そ れ ぞ れ

　　　　　15cm ，30　cm 未満で 打 撃 回数 が 50回に 達 した 場 合，

　　　　 N 値は 50以 上 と し，分子 に50，分母 に 累計貫 入量 の

　 　　 　 分数 の形 で記録 す る。

　　　3，予 備 打 ち及 び本打 ち に お け る 50回 の 打撃に 対 して 累

　　　　 計貫入 量 が 1cm 未満の 場合 は，貫 入 不能 と記 録す る。
6，3　採取 試料 の観察結 果の 記録

　a＞ 5，2i）の 観察 結果 を記 録す る。

　b） 採取 試料 を密封 した 容器 に，地 点番号，試験深 さ，N 値，

　 　土質名 な どの 記載 を 行 う。

7． 報告 試験結 果 に つ い て は，次の 事 項 を報告 す る。
）

）

）

）

）
　
　　
〉

）

　

　

　

　

　

ラ

abCdefgh地 点 番 号

地 盤 高

試験 日

試験者

ドラ イブハ ン マ
ー
落下 方法の 呼び 名

記録方法 の 呼 び 名

予備打 ち 及び 本打 ちの 開始深 さ と終 了深 さ

打撃 1回 ご との 貫 入量 を測 定 した 場 合 は，必 要 に 応 じて

　打 撃数 と累計 貫入 量 の 関係を 示 す 図

i）　 N 値

備考 　自沈及 び貫 入 不 能 の 場 合は そ れ を記載

」）　 採取 試 料 の 観 察結果

k）　 そ の 他特記す べ き事項

　 土 と基礎，47− 6 （497）
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